
 

 

下 水 道 整 備 

 



【下水道整備について】 

◎汚水整備の促進 

平成２７年度末の人口普及率８５．０％を目標 

 

◎水洗化率の向上 

平成２６年２月末の人口水洗化率 ８９．５％ 

 

広報紙・水洗化促進委員による啓発活動 
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第５次五箇年
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第１次五箇年

平成２５年度末 

人口普及率約８３％ 

人口普及率の推移
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浄 化 槽 事 業 

 

 

 



柏原市浄化槽整備推進事業 

 

 

 

 

 

【対象地域】 

公共下水道計画区域外の地域 

 

【市が浄化槽を設置するのはなぜ？】 

トイレの水洗化により生活環境の改善と側溝、

水路、河川などの公共用水域の水質をよくしま

す。 



 
【何をするの？】 

窒素も除去できる高度処理型の浄化槽を設置

します。 

 

【どうなるの？】 

高度処理型の浄化槽を設置することで、公共

下水道と同じ役割をはたし、豊かな自然を残

すことができます。 



 

 

公共下水道の財政状況 

これまでの経費削減の取組 

下水道使用料の改定について 

 



◎公共下水道事業の財政状況 
 ○資金不足が拡大し､今後５年間で▲19.2 億円 

○現在のような一般会計からの補てんが困難 
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下水道使用料

億円

１９.２億円が不足 

下水道使用料と対象経費の推移 

維持管理費 
元金、利子 
減価償却費 
建設財源不 
足分など 

【支出】 

【収入】 

（年度） 



◎これまでの経費削減等の取組 
○効率的な整備推進・水洗化促進 ⇒ 収入増加 
○人員削減・業務内容の見直し  ⇒ 経費削減 
○借入を低金利なものに借換え  ⇒ 利子削減 
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◎下水道使用料の改定について 
○平成２６年１０月から実施 
〇平均改定率は、３７．６％ 

 
 

 

 
使用料収入 

約４４億 3 千万円 

 

使用料収入 
約４４億 3 千万円 

維持管理費等の 
不足額 

約 10 億円 

 

改定による増収分 
約１４億７千万円 

 

元金・建設費等の 
不足額 

約９億 2 千万円 

 

 不足分４億５千万円

使用水量 現行 改定後 差  額 

５㎥ 460円 625円 165円 

１０㎥ 760円 1,040円 280円 

２０㎥ 1,860円 2,550円 ６９０円 

３０㎥ 3,210円 4,410円 1,200円 

４０㎥ 4,760円 6,540円 1,780円 

５０㎥ 6,360円 8,740円 2,380円 

１００㎥ 14,8６0円 20,440円 5,580円 

５００㎥ 96,860円 133,240円 36,380円 

今後の財政の見通し
【平成２６年度～平成３０年度の５年間の推計】 
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改定 

現行額での試算          改定額での試算 

【 1 カ月あたりの使用量別比較表（税抜き）】 
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水道管路老朽化対策事業 

 



皆様皆様にに安定安定したした水水をを届届けるためにけるために！！  
老朽管を地震に強い管に入れ替え 老朽管を地震に強い管に入れ替え 

管路の信頼性の向上 

修繕費の削減 

漏水の減少 

断水の減少 

管路の信頼性の向上 

修繕費の削減 

漏水の減少 

断水の減少 

安定・安心な水の供給 安定・安心な水の供給 

効果 効果 
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老朽管路率推移 40年（法定耐用年数）経過管

2.8km/年(1.1%)
約 4.5億円/年

4.6km/年(1.8%)
約 7.4億円/年

6.4km/年(2.5%)
約10.2億円/年

H24大阪府市町村平均 (大阪市を除く)

老朽管路率 18.1%


